
大学

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次

学生数 学生数 学生数 学生数 学生数 学生数

日本文学科
90 127 360 468 128 141 86 113 ― ― 1.30 73 53 3

(ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ)

英語英米文学科 90 104 360 372 104 103 78 87 ― ― 1.03 79 59 0

(ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ)

文化財学科 60 58 240 259 59 74 53 73 ― ― 1.08 59 46 2

(ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ)

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ学科 60 74 240 282 75 70 58 79 ― ― 1.18 49 48 0

(ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ)

300 363 1,200 1,381 366 388 275 352 ― ― 1.15 260 206 5

歯学科 ★120 105 760 748 114 147 130 128 88 141 0.98 98 38 1

(ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ)

★120 105 760 748 114 147 130 128 88 141 0.98 98 38 1

420 468 1,960 2,129 480 535 405 480 88 141 1.09 358 244 6

 大学卒業後の主な進路 
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0% 4% 6% 2% 37% 2% 6% 31% 8% 4%

0% 5% 2% 3% 27% 8% 7% 38% 7% 3%

0% 2% 0% 11% 36% 2% 2% 43% 0% 4%

0% 8% 6% 6% 36% 0% 6% 15% 23% 0%

歯学部歯学科の就職状況 歯科医師臨床研修医（本学）　　３２名

歯科医師臨床研修医（他大学等）　６名

★ 平成24年度より、160人から120人に変更

平成２８年５月１日現在

※箇所は前年度実績

ドキュメンテーション学科

文学部の業種別就職状況

日本文学科

英語英米文学科

文化財学科

学部・学科
入学
者数

※
進学
者数

　ドキュメンテーション学科では、コンピュータに関する知識や活用能力を身につけ、江戸時代以前の古い書物から電
子化した資料まで、幅広く扱える人材を育成することを目標としています。

　ドキュメンテーション学科での学修は、高校で学ぶ教科のうち、とくに国語、英語、情報の科目の基礎的学力が基本

となっています。高校では、これらの教科をしっかりと勉強しておくことを希望します。
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【教育理念】

本学歯学部は建学の精神に基づき、深い教養と良識を備えた信頼される優れた歯科医師の育成を使命としています。

次のような人材の育成を目指しています。
① 創造性に富む総合的な歯科医療を実践し、地域医療に貢献する人

② 医療人としての人格を形成し、コミュニケーション力に優れ、他者を思いやる心を忘れない人
③ 最新の歯科医学を求める研究心を持ち続け、国際的にも活動できる人

④ 専門の知識だけでなく、幅広い教養を身につけた人

⑤ 様々な局面における問題点を発見し解決する能力を持つ人
【求める学生像】

本学が求める学生は、上記教育理念を理解し、社会に貢献できる歯科医師を目指す方、また、様々な学習歴や社会経験
を積んだ学習意欲の高い方にも広く門戸を開いています。

受験にあたっては、英語、数学、理科について幅広く学習し、習得し、さらに、国語、社会などにも広く興味をもって

いることを望みます。
試験入試（センター試験利用含む）、推薦入試、AO入試、編入試を行います。すべての試験で面接を行い、歯科医師と

しての適正や学習意欲を評価します。

文学部

歯学部

小　計

小　計

　日本文学を学ぶとは、「多彩な作品の具体的表現や言葉のかたちに即して、客観的に対象を読み解くこと」であり、

それは深く広い人間理解の基盤づくりでもあります。現実社会において大いに役立つこのような能力を、大学では養成
します。そのために、高校時代にしっかりとした基礎を築いておくことがとても大切です。国語や外国語の勉強が中心

となりますが、日本史など関連分野も幅広く学んでおいてください。日本文学科では、資料をひとつひとつ調べる地道

な作業に取り組み、ものごとを根底から学ぶ意欲にあふれ、目立たないけれども大切な基礎づくりに敬意を払えるみな
さんを、心から歓迎します。

　英語圏を中心とする異文化圏について学ぶことによって、異文化についての理解を深め、相互理解と寛容に基づく異
文化間交流が可能な人を育てることが学科の目標です。

　そのような目標に到達するためには、高校で学ぶ基礎的な知識が不可欠です。高校での基礎的な勉強を土台に、日本

や海外の文化に常に関心を持って、幅広い読書や情報の取り込みに意欲的に取り組んでおくことが大切です。
　高校までの基礎的な英語力の充実をはかり、英語・英会話・国際関係の選択科目が設置されている場合には、少しで

も多く履修しておいてください。英語検定は積極的に受験しておくことを希望します。

　文化財学科は、文化財について実物・実地・実体験を通して基礎から広く、深く学び、将来に守り伝えていく人材を

育成することを目標としています。

　歴史・文化・伝統技術に対する興味を持ち、幅広い読書はもとより博物館・美術館・史跡等を意欲的にめぐり、関心
をもつ人物を求めています。

　そのためには、高校までに国語・英語といった基礎学力とともに、地理歴史もしっかり学んでおくことを望みます。


